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議      長  日程第11「報告第２号健全化判断比率及び資金不足比率の報告について」を 

議題といたします。 

 本案は報告事件でありますので、担当課長の報告を求めます。 

政 策 推 進 課 長                               （ 報   告 ） 

議      長  担当課長の報告が終わりました。これより質疑に入ります。 

            （「なし」の声あり ） 

 質疑なしとの声ですが、質疑はありませんか。 

            （「なし」の声あり ） 

 質疑なしと認めます。報告を終わりとさせていただきます。 

議      長  日程第12「報告第３号有限会社みやまの里の経営状況について」議題といた 

します。 

 本案も報告事項でありますので、担当課長の報告を求めます。 

参事兼観光経済課長                               （ 報   告 ） 

議      長  担当課長の報告が終わりました。これより質疑に入ります。 

１１番 大  舘  損益計算書の中でね、純売上高と販売管理費、マイナスの65万7,000円とい 

うことですけれども、これだとね、民間企業じゃ完全にアウトになっちゃうん

ですよね。このみやまの里については、町の委託金等がありますから、トータ

ルでは黒字になっていますけれども、以前から私も言ってますけれども、宿泊

料はね、設備が老朽化しているから云々というような話も聞いていますけれど

も、それらの改定をしていかないとね、この中で黒字化していかなければ、将

来的に非常に不安が残るわけです。毎年赤字では困るわけですから、町の委託

料頼りでは、やっぱりその辺で今後どのような対応をされるのかをお尋ねしま

す。 

参事兼観光経済課長                 それに、宿泊料につきましては、今後私どものほうでも、確かに１室3,500 

円、宿泊者１名につき1,000円という形で、１名、２名であれば3,500円プラス

の２名で2,000円という形で、食事は別ですので、妥当かなとも思いますけれ

ども、10人、20人、当然サークル活動とかグラウンドを利用した活動が大分行

われておりますので、そこら辺を含めてやりますと割安感が出てまいります。

そこら辺につきましては、町といたしましても今後前向きに検討させていただ



 24 

き、またしかるべき時期にこの条例改正に向けた対応をとっていきたいという

ふうに考えております。 

 それとあと、本来のみやまの里ですけれども、地域振興に関する各種催事の

企画と、そういうようなこともあります。そして今回は、ロウバイまつりに伴

う収益が大分増となっておりますので、今後そこら辺の物品売買につきまして

も、なるべくよい方向に向けた町との調整の中で、また内部のロビーのこれか

らの利用ということもございますので、検討させていただきたいというふうに

考えております。 

議      長  今、11番の質問、これから受け付けますが、皆様にお諮りいたします。若干 

日程が残っておりますので、時間延長をしたいと思いますが、御異議ございま

せんか。 

           （「異議なし」の声多数 ） 

 日程が全て終了するまで時間延長させていただきます。では、どうぞ。 

１１番 大  舘  この問題は、毎回質問してですね、毎回抽象的な回答しかいただいていませ 

んけれども、いろいろ手だてをしないとね、毎年毎年同じ、進歩しない。この

ことについて、検討します、検討しますということでは、去年、その前もそう

いう質問しなければ、それはそれでいいかもしれないけど、そうじゃない。何

回も質問してるんで、具体的な案がもうとっくに出てなければいけないと思う

んだよね。だから、さっきも言ったように、町の委託金があるので何とか黒字

経営になってるかもしれないけど、純粋に、本来なら、純売り上げの中でね、

黒字化しなければいけないわけです。所期の目的はね、公社化するので、三セ

ク化したので、利益を出して、できればね、町へ還元をするような、そこまで、

目的がそこまでだったんですよ。このままでは所期の目的は達成できないので、

緊急にやっぱり対策をしていかなければ、毎年毎年こういう議論じゃだめだと

思う。その辺で、確かにロウバイまつりがこれからまだまだ入り込み客はふえ

ると思いますけど、それ頼みだけではなくてね、独自の案を考えて。先ほども

質問しましたけれども、やっぱり宿泊の設定費が余りにも低過ぎるというとこ

ろもありますよ。その辺も考慮してですね、実際この純売り上げの中で黒字化

できるような体制をとっていかなければいけないんじゃないかなと。所期の目
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的はいつになったら達成できるのかなというふうに疑問に思いますので、その

辺は努力してください。 

議      長  答弁よろしいですか。 

１１番 大  舘  私、もしこの９月の選挙でですね、再選されたら、またこれ同じことを質問 

しますから、それまでに…それまでにね、やっぱり対策をきちっと、こういう

ことはこうにしましたとか、黒字化に向けた検討しましたというような議論で

ないと意味ないと思うので、ぜひお願いします。 

議      長  では、以上で、ほかにございませんか。 

            （「なし」の声あり ） 

 以上で報告を終わりとさせていただきます。 


